
No.2 支部委員会（関東・関西・北陸：2020年2月13日開催) 議事録 長岡京支部

職場統括委員：定員20名

支部委員会成立数：14名

出席人数：19名(支部活動報告まで)、20名(支部会計報告から)

質問
（職場統括委員）

答弁（執行部）
意見・要望

（職場統括委員）
執行部見解 審議結果（確認結果）

第２０期　長岡京支部体制および各種役員委員選出
に関する件

- - - - 確認：19/19

支部活動報告(2019年10月～12月) - -

活動報告に株式譲渡の労使協
議や意見交換を記載すれば、
組合員からも活動しているの
が見えてよいのではと思いま
す。

株式譲渡は基本、本部・本社
にて交渉しているので、支部
の活動には記載しにくいが、
今後は見せ方も含めて検討す
る。また、ビラ等でも発信で
きるものは伝えていきたい。

確認：19/19

支部会計報告(2019年10月～12月) - - - - 確認：20/20

【第１号議案】闘争体形確立・争議協定に関する件
について

- - - - 可決：20/20

【第２号議案】２０２０年総合労働条件改善闘争に
関する件に対する支部見解(案)について

1.地域限定社員は継続検討課
題であるが、現状はどのよう
な状況で、今後どのように
なっていくのかお聞かせくだ
さい。

2.在宅勤務を拡大すると言っ
ているが、今回は何を拡大す
るのか。また、新型コロナウ
イルス感染時の在宅勤務も検
討しているのかお聞かせくだ
さい。

1.現状ＰＳＣＳとしては地域
限定社員の制度は導入してい
ない。過去選択した人に対し
て運用しているが、大きな課
題があるとは認識していな
い。地限の方が転宅を伴う異
動があった場合、本人が希望
し会社が認めれば、地域限定
社員以外にに切り替えでき
る。今後、新会社で賃金も含
めた課題に上がれば交渉して
いきたい。

2.労働協約改定では、在宅勤
務の論議はＣ1からＣ2へ拡大
を行う方向である。新型コロ
ナウイルスについては、感染
者は衛生上の就業禁止（在宅
勤務含む）に該当します。

1.会社には安全配慮義務があ
るが、明確化されたものがな
いので、具体的な定義づけを
事前にしっかりやっていただ
きたい。

2.地域限定社員の方に不満の
声が多くあるのは事実である
ので、軽く考えないでいただ
きたい。

1.安全衛生委員会にて論議し
ていきたい。

2.不満の声が出ているのは認
識している。会社側も運用と
して異動の配慮もしている
し、直ちに労使協議するよう
な問題ではないとの認識で答
弁させていただいた。

可決：20/20

【第３号議案】２０２０年度カレンダー設定につい
て

- - - - 可決：20/20

1.労働条件など、TSA項目が多
くあり、職場から将来不安を
聞いている。速やかな情報共
有をお願いしたい。
（同種の意見 計2件）

1.機微情報の開示を伴わない
部分で労使論議を進めること
は会社と確認しており、論議
内容も適切に発信していく。
支部としてもインフラやTSAの
内容など、譲渡日までに準備
が必要な内容はコンプライア
ンスリスクに抵触しない中で
適時情報開示、協議を進め、
その内容については会社とも
連携しながらPSCSU News等広
報媒体で発信していく。

2.PSCS社は従来からの事業計
画の甘さ・達成困難な事業目
標の設定と未達を繰り返して
きた。今回も基本方針は変更
なしと言うが、従来の延長上
で本当に黒字化は可能なの
か。競争法の制約は理解する
が、事業目論見についても組
合から踏み込んだ働きかけを
すべきではないか。
(同種の意見計2件）

2.現段階では現行PSCSの状況
でのみ事業目論見を論議可能
だが、競争法の制限が無くな
れば速やかに会社より事業方
針、組織体制、予算措置に根
差した利益計画が策定される
と認識。それを受けて組合も
早期に会社と協議していく。
黒字化達成への一刻も早いビ
ジョン提示が必要との意見に
は賛同。経営体質は強化され
たものの足下の売上で力強さ
に欠けるのが事実。支部とし
ては現状の枠組み、第１四半
期の環境下でもビジョンを描
ける体制の構築を、本部を通
じて会社に働きかけていく。
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可決：20/20
【第４号議案】パナソニック セミコンダクターソ
リューションズ（株）等の株式譲渡に関する件に対

する支部見解(案)について
--
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